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所有する喜びと誇り、聴く歓びと感動のために
TADLは、日本で数少ないエレクトロニクスとスピーカーの両方を製造販売しているハイエンドオーディ
オメーカーです。この小冊子では、私たちが連綿と引き継いで来た物作りに対する思想と哲学、それを
実現する独自技術をご紹介いたします。これからも、この思想、哲学、技術が生み出した製品によって、
お客様一人ひとりに「所有する喜びと誇り、聴く歓びと感動」を提供してまいりたいと考えています。

至高の音の領域へ。
私たちは究められた技術で、オーディオの未踏の境地に向かいます。

株式会社 テクニカルオーディオデバイセズラボラトリーズ社長
樽谷 慎二

社長メッセージ
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TAD ブランドが世に出てから 30 年後の 2007 年、TADスピーカーの能力を最大限に引き出すためには、
音の入り口であるエレクトロニクスも重要であるとの想いと、多くの音響技術のノウハウと資産を活かし、
それを継承・強化してゆくため、TADL（Technical Audio Devices Laboratories ,Inc.）が設立され、パイオ
ニアから独立しました。

株式会社 TADL とは
1.   株式会社テクニカル オーディオ デバイセズ ラボラトリーズは、所有する歓びと誇り、聴く歓びと感動
       を最優先する企業活動を推進します。

2.   時代が移り変わり、技術が進化し、音楽やオーディオ環境が大きく変わっても、当社の持つ最高の技術
       を投入し、一切の妥協を排して、一台一台ハンドメイドで丁寧に製品を創り上げます。

3.  基本の設計ポリシーやデザインコンセプトを継承し、新素材や新技術を効果的に取り入れ持続的に進化
      し続けます。

4.  オーディオマインドを大切にし、長期間安心してお使いいただける設計品質を保持。日本独自の匠な
      素材や技術を融合させることで、より芸術性を高めます。

Corporate Philosophy 

TAD というブランド名称は” Technical Audio Devices” の頭文字から命名されました。
これは、1975 年にパイオニアにおいて最高級スピーカー開発プロジェクトの発足時、技術顧問として参
画し、 当時 USA プロオーディオ界の第 1人者であった故バート・ロカンシーの 「基本に忠実な技術こそ本
物の技術であり、技術志向に傾くことなく、常に音質を最重視する技術こそ本物の技術である」という理
念に基づいています。
この理念には、「綿密な理論検討と正確な実験に裏付けられた工学アプローチ」の手法が表現されています。
決して妥協を許さぬ技術への探究心が、「TAD」というブランドの存在そのものなのです。

TADブランドとは
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数々の銘機を生み出してきた音のプロフェッショナルが、 音質追求のための最適な素
材を吟味し、 技術とノウハウの全てを魂と共に注ぎ込む。 選ばれた匠の手によって一切
の妥協を排し、 一台一台ハンドメイドで組み立てられる精緻なTADクオリティ。

ディテールに宿る真の音。
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1.2  プロが認めた技術を
        コンシューマーモデルに展開した時代（2000- 現在）

21 世紀に入り、2002 年の米 CES において、TAD ブランド初のコンシューマー用高級スピーカー
「TAD-M1」が発表され、翌年には日本で発売されました。TAD 初のコンシューマー用スピーカー開発
の根底に流れていたのは、自然でリアルな音の再現、その結果として得られる” 音像と音場の高次元で
の融合” です。音のかたち、音の色、空間、そして余韻を感じるために、Smooth dispersion（音の自
然な広がり）と High definition（なめらかな音）の二つのポイントがフォーカスされました。

水面に落ちた一滴のしずくが、波紋を水面にきれいに広げて行くように、音がリスニング空間に自然な
広がりで満ちていく。これが一つ目の Smooth dispersion（音の自然な広がり）です。これを実現する
為には、ひとつのユニットからの音の放射パターンを、全周波数帯域において的確にコントロールする
必要があります。

その為に TAD が開発したのが究極の CST* ドライバーです。この同軸の CST ドライバーは、250Hz か
ら 100kHz にわたるスムースかつ超広帯域の周波数が再生されるように設計されていると同時に、トゥ
イーターとミッドレンジの 2 つの振動板を持っているにもかかわらず、あたかもフルレンジスピーカー
のように一つの音源として動作し、水平のみならず垂直方向にも同様の音の放射が行なわれます。
　

二つ目は自然な音の再現、High definition（なめらかな音）です。自然な音を聴く為には、最先端の音
源フォーマットを十分再生できるスピーカーシステムでなければなりません。過去には 20kHz 以上は
可聴帯域外で不要（CD フォーマットなど）と考えられていましたが、超高域の倍音を再生することで、
可聴域の基音が充実することは、周知の事実として近年認識されています。それが自然界の音なのです。

TAD の歴史
TAD 誕生まで (1937-1978)　    
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1.1 プロ用スピーカーブランドとして
       ゆるぎない地位を築いた時代（1978-2000）

プロジェクトの為に、アメリカより招聘された Bart Locanthi は、自らが信じる高性能なスピーカーの
開発を成し遂げるため、パイオニアの技術者に、シミュレーションと実験を重ねさせ、当時の物づくり
の常識を覆すような製品の精度や、本物の技術の必要性を理解させました。

こうして出来上がった１号機が、1978 年にアメリカの AES（Acoustic Engineering Society）で発表さ
れたコンプレッションドライバー “TD-4001” でした。本製品はアメリカで発売後、従来品の性能をは
るかに凌ぐ製品として、世界の著名なレコーディングスタジオ、例えば当時レコーディングスタジオの
設計の第１人者でもあったトム・ヒドレーが設計した数々のスタジオや、エアースタジオ、キャピタル
レコード、Record Plant 等で使用され始めることとなりました。

日本での発売は、米国での発売より 2 年ほど遅れましたが、1979 年 、イーグルス・ジャパンツアーで
SR（Sound Reinforcement）システムとして使用され、大きな話題を呼びました。また、TAD のユニッ
トは、Jimmy Page や Prince など、アーティストのプライベートスタジオでも使用されることとなり
ました。

こうして、1980 年代、90 年代の全世界の著名なスタジオでは、TD-4001 以降に発売されたコンプレッ
ションドライバーやウーファーユニットが使用され、20 カ国 300 以上のスタジオで使われることにな
りました。TAD の理念・思想が認められ、プロの現場で高い信頼を築くことができたのです。

TAD の母体であるパイオニアは、1938 年に創業者
である故松本望氏が、自ら作成した国産初の Hi-Fi
ダイナミックスピーカー “A-8” を、最初の製品と
して発売することで、スピーカーメーカーとしての
一歩を歩むこととなりました。

その後 1975 年に、世界のプロ用スピーカー市場で
も認められる、最高級スピーカーの開発プロジェク
トが、パイオニア内で発足しました。これが TAD
の誕生に至るきっかけになりました。

パイオニア　第一号製品
A-8 スピーカー
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世界の最高峰スピーカーを鳴らす
TAD エレクトロニクス製品

この超高域の再生を実現する為には、軽量・超高剛性でありながら、高内部損失と理想的な振動板材料
であるベリリウム振動板が最適です。開発された CST ドライバーはこのベリリウムを、トゥイーター
とミッドレンジ双方に使い、最適なダイアフラム形状やボイスコイルとあいまってトゥイーターの再生
帯域を 100ｋHz までひろげています。同時に、ベリリウムだからこそ可能となった浅型で大口径のミッ
ドレンジが、250Hz まで低域を押しひろげています。

このように、「TAD-M1」に搭載された CST ドライバーは、音源位置の集中化、100KHZ までの広帯域化、
理想的な指向特性の確保を目指して開発され、継承されてきた思想や蓄積された技術が高次元で融合さ
れたものでした。これはミッドレンジとツイーターを同軸構造とする高精度加工技術や、蒸着ベリリウ
ム振動板を世界で唯一具体的な商品レベルに展開した TAD の独自技術といえるものです。

こうした CST のコンセプトは、2007 年の TAD Reference One をはじめ、現在も TAD のスピーカーに
搭載されています。

CST* 　=Coherent Source Transducer 

TAD-M1 の導入後、本来のスピーカーの能力を最大限に引き出すためには、音の入り口であるエレクト
ロニクスも重要であるとの想いと同時に、1970 年代よりエレクトロニクスの最高級ブランドとして、
国内で一世を風靡したパイオニア Exclusive シリーズをルーツとした、多くの音響技術のノウハウと資
産を活かし、それを継承してゆくため、2007 年、スピーカーに加え、エレクトロニクスをも含むハイ
エンドオーディオメーカー TADL（Technical Audio Devices Laboratories ,Inc.）が設立されました。

TADL では、厳選された素材とパーツを用い、また、製品１つ１つを手作業で仕上げるクラフトマンシッ
プ（匠技術）と「Made in Japan」 にこだわりました。このようにしてつくられた製品は、音響製品と
いう枠を超えて工芸品という気品を醸し出しています。

2009 年には、モノラルパワーアンプ TAD-M600、2010 年には、SACD/CD プレーヤー TAD-D600 を導
入し、現在では、プリアンプ 2 機種、パワーアンプ 3 機種、SACD/CD プレーヤー 2 機種、D/A コンバー
ター 1 機種をラインナップとして取り揃えています。

TAD Pro と TAD Consumer

・ホーン

・質実剛健デザイン

信頼性
普遍性

芸術性
趣味性

・同軸

・優美なデザイン

比類なき到達点への
追求

・高精度

・広帯域

・正確な再生

・高性能素材

・最小分割での

・フルレンジ志向

・ベリリウム

For consumer use

Since 2002

For pro use

Since 1978

Story 02
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世界には、数々のハイエンドオーディオメーカーが存在しますが、製品の音作りに関して、「リアルな
音を求める製品」と「メーカーの色付けを行い、美しい音を求める製品」を目指す２つの会社に大別す
ることができます。
我々 TAD の製品は、「何も足さない、何も引かない」をモットーに掲げ、音楽信号をできるだけ正確に
再現する、いわば「純白なキャンバス」になることを目標に個々の製品をまとめ上げています。これは、
プロが認めた、スタジオでの実績が証明し、現在に至るまで設計者１人１人に脈々と流れているもので
す。

この「正確な再生」のために設計者は、過去から培ってきた技術と共に、新しい素材や技術を取り入れ、
常に「正確でリアルな音」、目を閉じて音楽を聴いた時スピーカーやオーディオ機器の存在を忘れ、あ
たかも演奏会場で聴いているような音楽再生を目指しています。この目指す音を表現した言葉が「The 
Artistic Intent, Intact」なのです。

一言で「The Artistic Intent, Intact」といえども、その実現のためには、TAD の名前の由来でもある “綿
密な理論検討と正確な実験に裏付けられた工学的アプローチ” という裏付けが必要です。

Speaker においては、前段でも触れたように「音像と音場の高次元での融合」を掲げ、ベリリウム振動
板を搭載した CST により 100KHZ という超広帯域再生を実現し、Silent* エンクロジャーやエアロダイ
ナミック・ポートシステム (ADS) の採用により「正確な再生」を実現しています。CST はフラッグシッ
プの TAD-R1 から TAD-ME1 にまで採用されており、Evolution シリーズにはエアロダイナミック・ポー
トの発展形である Bi-Directional ADS Port が採用され、豊かで自然な低域再生を実現しております。

Electronics は、“Exclusive” からの技術を熟成し、全てのモデルで左右のチャネルだけでなく、正と負
の同一性を保持すべく、同一基板／同一ユニットを配することで入力から出力まで完全な同一性にこだ
わったデュアルサーキットテクロジーを採用しています。更に、音の純度を極めるため、TAD 独自の
部品も多く採用しています。オーディオ機器には音楽性を持たせない。

音楽性は再生する音楽メディアに因るべきである。

足さない・引かない

音楽家のインテンション 録音エンジニアのインテンション
作品

原音とは異なる
作品としての音楽メディア

入力信号を出来るだけ正確に再生する。
味付けなどは一切行わない。

音楽に込められたアーティストの熱き想いをそのままに

サウンドコンセプト
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サウンドコンセプト

音像と音場の高次元での融合 正確無比

キーテクノロジー
25/20cm ウーファー
◆低歪かつ高リニアリティ。そして早くて強靭。

SILENT エンクロージャー
◆カラレーションのない正確な再生
　高剛性エンクロージャー

ISO (isolation) マウンティング
◆キャビ内の音圧影響を受けないクリアーな空気感をもつ正確な再生

エアロダイナミック・ポートシステム
◆TAD ホーンの流体設計にインスパイアされた風切り音の無い
　ポート形状

コアテクノロジー キーテクノロジー

UPCG
◆防衛産業にも採用技術の
　超高純度マスタークロック。

コアレス電源トランス
◆手間を惜しまない高効率
　コアレス紙巻き電源トランス

自社開発のCDメカ、光ピックアップ
◆妥協のない独自設計による
　CDメカ・光ピックアップ

シャーシ構造
◆45Kg のインゴットから
　削り出す無接合シャーシ

◆高剛性でありながら内部損失が
　大きい鋳鉄製シャーシ

◆鋳造アルミニウムと 6mm 厚銅
　メッキ鋼鈑の 2 層構造シャーシ

◆高音質スパイク形状脚ネズミ
　鋳鉄製脚

USB オーディオ伝送技術　　UPCG

16 cm CST ドライバー
◆位相・指向性を考慮した１ポイント広帯域
　（綿々と継承されるパイオニアの音の思想の結晶）

Beryllium diaphragms
◆理想の振動板素材 
   世界で唯一、蒸着法で製造

CST ドライバー＆ベリリウム振動版

完全バランス伝送
◆外部雑音やグランド電位の変化に対しても影響されず、正確な伝送

デュアルモノコンストラクション
◆左右チャンネルの同一性を保つ為に同一基板　ユニットを左右に
　配置し、入力端子から出力端子まで完全に同一性を追求

デュアルサーキットテクノロジー

振動制御技術

正確性を高める独自技術

基本に忠実な技術

TAD の音とは　
～何も足さない何も引かない ～
“The Artistic Intent, Intact”
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TAD Sound Philosophy 

TAD Reference Speakers                    TAD Electronics

“The Artistic Intent, Intact”

「The Artistic Intent, Intact」
を実現する TADのコアテクノロジー
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その 1 例として、TAD の SACD/CD プレーヤーや D/A コンバーターには、高純度な音を再現可能にし
た UPCG（Ultra High Precision Crystal Generator）/ 高純度水晶発振器を採用しています。一般の CD
プレーヤーは、音を刻む基準となるクロック（水晶発振器）の精度に拘っています（発振波数のズレに
対する精度）。TAD では、理論やレーザーディスクや DVD で培ってきた経験をもとに、試聴を繰り返
す中で、より正確な音を目指すため、デジタルデータを統御する水晶発振器の位相差（Carrier to Noise 
ratio）に着目しました。簡単に言うとクロックの精度と言うよりは、クロックの純度を追い求めました。
一般的にはクロックの精度を追い求めて、ルビジウムやセシウムが使われていますが、TAD の設計者
による検討と試聴では、クロックの精度はある一定の基準を満たせれば、高音質な音は十分再現でき、
それに加えて、クロックの基準周波数以外の余分な信号＝位相雑音を落とすことで、音は更に良くなる
ことが確認できました。

こうして、TAD の SACD/CD プレーヤー、DA コンバーターには、通常のクロックでは基準周波数から
わずか１Hz 離れた近傍ではノイズレベルが－50 ～－60dB という中で、－100dB 以上という驚異的なク
ロックが採用されました。これによりジッターの無い澄んだ音を実現することができたのです。

このように、TAD ではクロックばかりでなく、高音質への追及の為にいろいろなカスタム部品が使用
されています。

Silent * Structurally Inert Laminated Enclosure Technology

TAD 商品は、理論的な解析と精緻な設計のみならず、最終的に商
品によって再生される音そのものにこだわって設計されています。
最終的な商品設計段階では、音の匠とも言える技術者が何千回に
も及ぶ視聴を繰り返し、TAD の思想を具現化する音が再現できる
レベルまで、徹底的に細部に渡って商品設計仕様を見直します。

こうした細部にまでわたる商品へのこだわりは、生産の段階で
生産の匠達へ引き継がれます。TAD 商品は、一品一品を丁寧に造りこむため、特別な資格を持った “匠”
の技と” Made in Japan” にこだわり、生産・製品化されています。スピーカーは山形県天童市にある
東北パイオニア株式会社内、エレクトロニクスは埼玉県川越市にあるパイオニア川越事業所内の、それ
ぞれの専用スペースで製造されています。　

スピーカーの製造工程では、ミクロン単位の精度が要求されるコンプレッションドライバーなど、高度
な技術と熟練した技能を持つ “匠” の手によって、TAＤスピーカーの性能が製品化されています。

また、エレクトロニクスの製造では、各パーツ・基盤の取り付けから各部品の取り付けネジのトルク管
理まで、全行程の組み立て作業が、製造を受け持つ “匠” 一人の手によってなされ、製品の完成度を高
めています。

このように、音の匠である設計者の想いが凝縮した商品を、製造の匠がその想いを受けて、一品一品世
界に誇れる商品として仕上げているのです。

中心周波数から1Hz離れたノイズレベルが
-50dB程度

中心周波数から1Hz離れたノイズレベルが
-100dB程度

C/N comparison
0

-10

-20

-30

-40

-50

-60

-70

-80

-90

-100

-110

-120

-130

-140

-150

-160

-170

一般的な
CDプレーヤー

TAD-D600
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物作りへのこだわり　
” Artisanship = 匠 “ ＆ ” Made in Japan”   

Story 05
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TAD ブランドのプロフェッショナル用製品の数々は、スタジオモニ
ターや SR 用スピーカーとして、また最高峰のサウンドを求めるコン
サートホール、映画館、劇場などへは「TADシネマスピーカーシステム」
などが　、常に最高品質の再生能力が求められるフィールドに導入さ
れています。
その確かな性能は、1978 年の発売以来、40 年以上に渡り世界中で一
流のプロの皆様にご愛顧をいただき、数多くのプロフェッショナルな
現場で活躍しています。

納入実績

Academy (L.A.)
Ageha (Tokyo）
Avex (Tokyo）
Bay-FM (Japan）
BOP (South Africa）
Bulldog (Franklin）
Capitol Records (USA）
Chicken George (Japan)
Cinar Films (Montreal）
DADC　Austria (Austria）
Dolphin Studio (Paris）

Electric Ladyland (NY）
FM-Tokyo (Tokyo）
J-WAVE (Tokyo）
Kawaguchiko Studi (Japan）
Larrabee Studios (L.A.）
Mosfilm (Moscow）
MOVIX Hashimoto (Japan)
MOVIX Saitama (Japan)
MOVIX Utsunomiya (Japan)
Music Inn Yamanakako (Japan）

NACK5 (Japan）
NHK (Tokyo）
NHK Hall (Tokyo)
Nomis Complex (London）
Onkio House (Tokyo）
Pixar Animation Studios (USA)
Polderweig (Amsterdam）
Record Plant (L.A.）
Roppongi Sedic (Tokyo）
Seoul (Seoul）

Silver Creek (Nashville）
Skywalker Sound (USA）
Stage & Studio AB (Sweden）
Studio Ghibli (Tokyo)
Studio Marcadi (Paris）
Tape One (London）
TBS (Tokyo）
Walt Disney Production (USA)
Yellow (Tokyo）
Yokohama FM (Japan)

4. TAD’ s Core Technologies That Turn the Concept 
“the Artistic Intent, Intact” into Reality

クリエーターの感性を具現化する
プロフェッショナルの性能。
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